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分
苑
長 

 
 
 
 
 

如
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

本
日
は
如
月
の
月
次
祭
に
参
拝

し
て
頂
き
、
ま
た
前
田
特
派
に
お

越
し
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

人
型
ご
奉
仕
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 今

年
の
節
分
大
祭
は
好
天
気
に

恵
ま
れ
て
、
風
無
し
、
雨
な
し
、

雪
な
し
で
大
祭
に
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
様
の
お
陰
で
、
お
玉
串
三
百

四
十
九
万
円
を
二
月
九
日
に
無
事

送
金
し
て
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

人
型
と
型
代
ま
た
企
業
型
代
は

祭
典
に
十
分
間
に
合
う
よ
う
に
お

納
め
い
た
し
ま
し
た
。 

今
日
の
大
神
様
の
お
灯
り
は
節

分
大
祭
で
お
下
げ
に
な
っ
た
御
神

火
を
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 
 

ご
神
水
は
、
月
始
祭
で
既
に
準

備
し
て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

直
会
後
、
令
和
七
年
度
の
決
算

報
告
を
総
代
会
に
て
審
査
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
今
月
の
二
十
八
日
と
三

月
一
日
は
、
東
海
サ
ミ
ッ
ト
を
名

古
屋
分
苑
が
主
催
し
て
、
グ
リ
ー

ン
パ
レ
ス
春
日
井
で
行
い
ま
す
。 

総
代
会
が
終
わ
り
次
第
、
前
田

特
派
と
サ
ミ
ッ
ト
の
打
ち
合
わ
せ

を
致
し
ま
す
。 

三
月
、
月
次
祭
の
翌
週
の
二
十

二
日
に
宣
伝
使
・
信
徒
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
は
、
宣
伝
使
の
辞
令
交
付

を
受
け
た
方
達
が
十
五
名
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
宣
伝
使
の

推
薦
を
受
け
ら
れ
る
方
達
も
お
見

え
に
な
り
ま
す
。 

研
修
会
に
参
加
し
て
、
宣
伝
使

に
拝
命
さ
れ
た
ら
直
ぐ
に
ご
奉
仕

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
宣
伝
使

拝
命
さ
れ
た
方
も
さ
ら
に
研
鑽
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

宣
伝
使
の
推
薦
は
、
本
部
へ
の

書
類
提
出
期
限
が
、
三
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
三
月

の
月
次
祭
に
は
分
苑
に
提
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
季
大
祭
の
執
行
委
員
長
は
津

島
支
部
で
、
副
執
行
委
員
長
は
名

古
屋
東
支
部
の
方
が
担
当
さ
れ
ま

す
。 本

部
講
師
の
方
は
、
浅
井 

清

高
さ
ま
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

三
月
、
月
始
祭
終
了
後
に
大
祭

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。 

本
日
の
ご
参
拝

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン

コ
ン 

行
事
報
告 

●
節
分
大
祭 

二
月
三
日
（
火
） 

地
方
祭
員 

 

日
比 

達
朗 

 
 
 
 
 
 

永
島 

 

昶 

祭
員
ご
奉
仕
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

●
月
始
祭 

二
月
七
日
（
土
） 

 

 

参
拝
者 

十
八
名 

 

斎
主 

 
 

天
野 

芳
幸 

 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

茂 

祭
員 

 
 

永
田 

浩
之 

進
行 

 
 

小
林 

清
人 

●
月
次
祭 

 
二
月
十
五
日
（
日
） 

参
拝
者 

五
十
一
名 

 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

小
林 

清
人 

祭
員 

 
 

日
比 

達
朗 

祭
員 

 
 

仙
頭 

志
音 

裏
方 

 
 

畠
山 

 

茂 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤
恵
美
子 

進
行 

 
 

伊
藤
久
仁
男 

前
田
特
派
を
お
迎
え
し
て
、
祭

典
後
の
東
海
サ
ミ
ッ
ト
打
ち
合
わ

せ
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 



令和 8年 3月号 

 
●
金
明
水
に
よ
る
祓
い
清
め
活
動 

畠
山
茂 
報
告 

二
月
八
日
（
日
）
午
前
、
寒
風

吹
き
す
さ
び
小
雪
が
舞
う
中
、
今

年
も
節
分
大
祭
で
ご
下
付
さ
れ
ま

し
た
金
明
水
を
港
区
の
藤
前
干
潟

か
ら
伊
勢
湾
に
向
か
っ
て
海
に
注

が
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

天
津
祝
詞
奏
上
後
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
金
明
水
を
名
古
屋
港
と
中

川
運
河
に
も
注
が
せ
て
頂
き
地
元

の
祓
い
清
め
と
平
安
を
祈
念
致
し

ま
し
た
。 

 
 
 

参
加
者
二
名 

行
事
予
定 

三
月
十
五
日
（
日
） 

月
次
祭 

 

午
前
十
時
半
よ
り 

尾
張
戸
神
社 

遥
拝
祭 

前
期
機
関
長
会
議
・
研
修
会 

三
月
二
十
二
日
（
日
） 

 

宣
伝
使
研
修
会 

四
月
四
日
（
土
） 

月
始
祭 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

忍
び
草 

さ
わ
や
か
支
部 

 

宣
伝
使 

菱
川
義
英 

毘
古 

享
年 

七
十
六
歳 

 

令
和
八
年
二
月
五
日 

 

帰
幽 

 
 
 
 
 
 
 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

【
ま
な
び
の
場
】 

 
 

 
 

 
 

 

妹
尾 

正
治 

 

北
野
武
さ
ん
の
話
か
ら
始
め
よ

う
。
彼
は
登
校
の
途
中
で
検
便
の

日
だ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
急
い

で
家
に
戻
り
マ
ッ
チ
箱
に
道
端
の

犬
の
ウ
ン
チ
を
入
れ
て
持
っ
て
行

っ
た
ら
し
い
、
検
査
の
結
果
や
っ

ぱ
り
蟯
虫
が
い
っ
ぱ
い
見
つ
か
っ

た
の
で
大
量
の
虫
下
し
を
飲
ま
さ

れ
た
と
回
想
し
て
い
る
。 

又
、
先
生
に
た
た
か
れ
た
事
を
母

親
に
告
げ
口
す
る
と
、
母
親
は
顔

を
真
っ
赤
に
し
て
武
を
学
校
に
連

れ
て
行
き
『
先
生
！
そ
ん
な
悪
い

こ
と
を
し
た
の
な
ら
も
っ
と
た
た

い
て
や
っ
て
下
さ
い
！
』
と
言
っ

た
そ
う
だ
。 

こ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
最
近
の
子

供
達
は
み
ん
な
い
い
子
ぶ
っ
て
個

性
が
な
く
な
っ
た
様
に
感
じ
る
。 

 

次
は
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
（
黒
柳
徹

子
さ
ん
）
の
話
で
あ
る
、
彼
女
は

小
学
校
へ
入
学
し
て
す
ぐ
に
退
学

さ
せ
ら
れ
た
、
そ
れ
は
彼
女
の
奇

想
天
外
な
行
動
と
落
ち
着
き
の
な

さ
が
他
の
生
徒
の
迷
惑
に
な
る
か

ら
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
ト
モ
エ
学
園
に
転
向
し
て

小
林
宗
作
校
長
先
生
に
出
会
う
こ

と
に
な
る
。 

ト
モ
エ
学
園
は
全
校
生
徒
五
十
人
、

教
室
は
走
ら
な
く
な
っ
た
電
車
、

時
間
割
は
な
い
、
先
生
が
黒
板
に

書
い
た
一
日
の
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ

が
好
き
な
順
番
で
や
れ
ば
良
い
。 

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
に
は
小

児
麻
痺
で
手
足
が
不
自
由
な
子
や

小
さ
い
時
か
ら
身
長
が
伸
び
な
い

子
、
み
ん
な
の
輪
の
中
に
溶
け
込

め
な
い
子
な
ど
個
性
が
い
っ
ぱ
い

の
子
た
ち
だ
。 

小
林
校
長
先
生
は
そ
ん
な
一
人

一
人
の
個
性
を
大
切
に
見
守
り
、

決
し
て
枠
に
は
め
よ
う
と
し
な
か

っ
た
。 

（
じ
い
じ
の
お
勧
め
「
窓
ぎ
わ
の

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
よ
り
） 

今
の
学
校
は
や
た
ら
生
徒
を
枠
に

は
め
た
が
り
、
枠
か
ら
外
れ
た
子

に
は
減
点
を
つ
け
て
評
価
し
て
い

る
様
に
思
え
る
。 

こ
れ
で
は
こ
の
先
、
益
々
味
気
の

な
い
日
本
に
な
っ

て
行
き
そ
う
で
、

じ
い
じ
は
チ
ョ
ッ

ト
淋
し
い
。 

科目 金額 科目 金　額

玉串料 2,633,700 祭　務　費 789,660

本部交付金 710,286 玉　串　費 360,000

分苑維持献金 1,299,850 教　化　費 438,351

雑収入 14,843 総　務　費 1,174,513

維　持　費 868,764

厚　生　費 284,300

小計 3,915,588

当期収支差額 743,091

合計 4,658,679 合　　計 4,658,679

     令和7年度　収支決算書

2月15日の総代会にて次のように決算が承認されました。

収入の部 支　出　の　部

自　令和7年01月01日
自　令和7年12月31日

お知らせ 

５月４日に天恩郷・万祥殿におきまして、教主古希慶祝

梅松祭が執行され、あわせて慶祝行事が行われます。 

また、夜間には東光苑広場で、教主さまをお囲みし「園

遊会」が開催されます。参加される方は、分苑掲示板に

ある参加人数確認用紙にご記入をお願いします。 

本部締め切り３月３１日（火） 

 

 


